
(57)【要約】

【課題】　柱継手構造の周部が建物の部屋内や建物の外

側に向って大きく張り出すことを防止すると共に、上下

柱部材を長さ方向に連結する強度が互いの連結接触面の

各位置によって不均一となることを防止することができ

る柱継手構造を提供する。

【解決手段】　上柱部材３２の下端面に一体的に接合さ

れる第１継手部材１０１と、下柱部材３４の上端面に一

体的に接合される第２継手部材１０２とを備え、第１継

手部材１０１と第２継手部材１０２を上下方向に連結す

ることにより上柱部材３２と下柱部材３４をこの長さ方

向に連結する柱継手構造１００であって、第１継手部材

１０１と第２継手部材１０２を締結するネジ締結部材１

３６，１３８が、第１継手部材１０１及び第２継手部材

１０２の少なくとも一方に形成された凹部１１５内に設

けられるようにした。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
上 柱 部 材 の 下 端 面 に 一 体 的 に 接 合 さ れ る 第 １ 継 手 部 材 と 、
　 下 柱 部 材 の 上 端 面 に 一 体 的 に 接 合 さ れ る 第 ２ 継 手 部 材 と を 備 え 、
　 前 記 第 １ 継 手 部 材 と 前 記 第 ２ 継 手 部 材 を 上 下 方 向 に 連 結 す る こ と に よ り 前 記 上 柱 部 材 と
前 記 下 柱 部 材 を こ の 長 さ 方 向 に 連 結 す る 柱 継 手 構 造 で あ っ て 、
　 前 記 第 １ 継 手 部 材 と 前 記 第 ２ 継 手 部 材 を 締 結 す る ネ ジ 締 結 部 材 が 、 第 １ 継 手 部 材 及 び 第
２ 継 手 部 材 の 少 な く と も 一 方 に 形 成 さ れ た 凹 部 内 に 設 け ら れ る よ う に し た
　 こ と を 特 徴 と す る 柱 継 手 構 造 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 ネ ジ 締 結 部 材 が 、 前 記 上 柱 部 材 及 び 前 記 下 柱 部 材 の 軸 回 り 方 向 に 全 体 と し て ほ ぼ 均 等
位 置 に 配 置 さ れ る よ う に し た 請 求 項 １ に 記 載 の 柱 継 手 構 造 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 第 １ 継 手 部 材 及 び 前 記 第 ２ 継 手 部 材 の 少 な く と も 一 方 に 梁 部 材 の 端 部 を 一 体 的 に 連 結
す る よ う に し た 請 求 項 １ に 記 載 の 柱 継 手 構 造 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 建 物 の 柱 、 例 え ば 鋼 構 造 、 或 は コ ン ク リ ー ト 充 填 鋼 管 構 造 等 の 柱 の 端 部 間 を
そ の 長 さ 方 向 に 連 結 す る た め に 用 い ら れ る 柱 継 手 構 造 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 の 柱 継 手 構 造 と し て は 例 え ば 、 図 １ ５ ， １ ６ に 示 す よ う な 柱 継 手 構 造 ３ ０ が あ る （
例 え ば 、 特 許 文 献 １ ） 。 こ の 従 来 の 柱 継 手 構 造 ３ ０ は 、 ま ず 、 角 筒 状 の 上 柱 部 材 ３ ２ の 下
端 面 に 上 面 を 接 触 さ せ て 、 溶 接 に よ り 一 体 的 に 接 合 さ れ た 柱 継 手 板 部 材 ４ ０ が 設 け ら れ て
い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 そ し て 、 上 柱 部 材 ３ ２ と 同 様 に 角 筒 状 の 、 下 柱 部 材 ３ ４ の 上 端 部 の 周 囲 に は 、 柱 継 手 環
状 部 材 ４ ２ の 内 周 部 ４ ２ ｂ が 嵌 合 し て 、 柱 継 手 環 状 部 材 ４ ２ が 下 柱 部 材 ３ ４ の 上 端 部 に 溶
接 に よ り 一 体 的 に 接 合 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ま た 、 下 柱 部 材 ３ ４ の 柱 継 手 環 状 部 材 ４ ２ よ り 下 方 に は 、 下 柱 部 材 ３ ４ に 梁 部 材 ３ ６ の
端 部 を 接 合 す る た め に 用 い る 、 柱 梁 接 合 部 材 ３ ８ が 溶 接 に よ り 一 体 的 に 接 合 さ れ て い る 。
な お 、 梁 部 材 ３ ６ の 端 部 は 、 柱 継 手 環 状 部 材 ４ ２ の 周 部 に も 溶 接 に よ り 一 体 的 に 接 合 さ れ
る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 ま た 、 柱 継 手 板 部 材 ４ ０ と 柱 継 手 環 状 部 材 ４ ２ は 、 図 １ ６ に お け る 左 右 各 辺 が 水 平 方 向
に 大 き く 張 り 出 し て お り 、 こ の 張 り 出 し 部 が ボ ル ト ４ ４ と ナ ッ ト ４ ６ に よ り 互 い に 締 結 さ
れ 、 こ の こ と に よ り 上 記 上 柱 部 材 ３ ２ と 下 柱 部 材 ３ ４ が そ の 長 さ 方 向 に 連 結 さ れ る よ う に
な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 願 ２ ０ ０ ３ － ３ ４ １ ５ ８ ９
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 し か し な が ら 、 こ の よ う な 従 来 の 柱 継 手 構 造 に あ っ て は 、 上 述 し た よ う に ボ ル ト ４ ４ と
ナ ッ ト ４ ６ に よ り 締 結 さ れ る 、 柱 継 手 板 部 材 ４ ０ と 柱 継 手 環 状 部 材 ４ ２ の 周 部 が 、 上 柱 部
材 ３ ２ と 下 柱 部 材 ３ ４ の 側 面 か ら 垂 直 方 向 （ 水 平 方 向 ） 外 側 に 大 き く 張 り 出 し て い る た め
、 次 の よ う な 問 題 が あ る 。
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【 ０ ０ ０ ８ 】
　 す な わ ち 、 柱 継 手 板 部 材 ４ ０ と 柱 継 手 環 状 部 材 ４ ２ が 部 屋 の 床 下 に 配 置 さ れ る 場 合 は 問
題 な い が 、 床 と 天 井 の 間 の 中 間 高 さ 位 置 に 配 置 さ れ る と 、 柱 継 手 板 部 材 ４ ０ と 柱 継 手 環 状
部 材 ４ ２ の 周 部 が 部 屋 内 に 大 き く 張 り 出 し て 、 そ の 先 端 部 に 上 下 方 向 に 伸 び る 壁 を 設 け る
と 、 上 記 張 り 出 し た 分 だ け 部 屋 が 狭 く な っ て し ま う と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 図 １ ６ に 示 す よ う に 、 上 柱 部 材 ３ ２ と 下 柱 部 材 ３ ４ が 、 そ の 断 面 の 四 辺 に 梁 部 材
３ ６ の 端 部 が 連 結 さ れ る よ う な 、 建 物 の 中 柱 と し て 使 わ れ る 場 合 は と も か く と し て 、 図 １
７ 、 １ ８ に 示 す 他 の 従 来 の 柱 継 手 構 造 ８ ０ の よ う に 、 上 柱 部 材 ３ ２ と 下 柱 部 材 ３ ４ が 、 そ
の 断 面 の 隣 り 合 う 二 辺 に 梁 部 材 ３ ６ が 連 結 さ れ る よ う な 、 建 物 の 隅 柱 と し て 使 わ れ る 場 合
に は 次 の よ う な 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 す な わ ち 、 建 物 内 部 の 部 屋 を 少 し で も 広 く す る た め に は 、 前 記 柱 継 手 板 部 材 ４ ０ と 柱 継
手 環 状 部 材 ４ ２ に 相 当 す る 、 図 １ ８ に 示 す 柱 継 手 板 部 材 ９ ０ と 柱 継 手 環 状 部 材 ９ ２ は 、 建
物 の 外 側 に 対 向 す る 二 辺 ９ ０ ｃ 、 ９ ０ ｃ を 、 上 記 梁 部 材 ３ ６ の 端 部 が 連 結 さ れ る 他 の 二 辺
の よ う に 外 側 に 大 き く 張 り 出 さ せ る こ と が で き な い 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 こ の た め 、 柱 継 手 板 部 材 ９ ０ と 柱 継 手 環 状 部 材 ９ ２ は 、 図 １ ８ に お け る 左 側 と 上 側 の 各
辺 が 外 側 に 大 き く 張 り 出 し て ボ ル ト ４ ４ と ナ ッ ト ４ ６ に よ り 締 結 さ れ 、 こ の こ と に よ り 上
柱 部 材 ３ ２ と 下 柱 部 材 ３ ４ が そ の 長 さ 方 向 に 連 結 さ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 こ の 場 合 は 、 柱 継 手 板 部 材 ９ ０ と 柱 継 手 環 状 部 材 ９ ２ は 、 図 １ ８ に お け る そ れ ら の 右 側
と 下 側 の 各 辺 が ボ ル ト ４ ４ と ナ ッ ト ４ ６ に よ り 締 結 さ れ な い こ と に な る （ 図 １ ７ の 、 柱 継
手 板 部 材 ９ ０ と 柱 継 手 環 状 部 材 ９ ２ の 右 側 を 参 照 ） 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 こ の た め 、 上 柱 部 材 ３ ２ を 倒 す よ う な 水 平 方 向 の 成 分 を 有 す る 外 力 が 加 わ っ た 場 合 に は
、 柱 継 手 板 部 材 ９ ０ と 柱 継 手 環 状 部 材 ９ ２ の 、 図 １ ８ に お け る そ れ ら の 右 側 と 下 側 の 各 辺
相 互 間 が 開 い て （ 離 れ て ） し ま い 、 上 柱 部 材 ３ ２ と 下 柱 部 材 ３ ４ を 連 結 す る 強 度 が 、 柱 継
手 板 部 材 ９ ０ と 柱 継 手 環 状 部 材 ９ ２ の 連 結 接 触 面 の 各 位 置 に よ っ て 不 均 一 と な る と い う 問
題 が あ っ た 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 そ こ で 本 発 明 は 、 上 記 問 題 点 に 鑑 み て 、 柱 継 手 構 造 の 周 部 が 建 物 の 部 屋 内 や 建 物 の 外 側
に 向 っ て 大 き く 張 り 出 す こ と を 防 止 す る と 共 に 、 上 下 柱 部 材 を そ れ ら の 長 さ 方 向 に 連 結 す
る 強 度 が 互 い の 連 結 接 触 面 の 各 位 置 に よ っ て 不 均 一 と な る こ と を 防 止 す る こ と が で き る 柱
継 手 構 造 を 提 供 す る こ と を 課 題 と す る も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 は 、
　 上 柱 部 材 の 下 端 面 に 一 体 的 に 接 合 さ れ る 第 １ 継 手 部 材 と 、
　 下 柱 部 材 の 上 端 面 に 一 体 的 に 接 合 さ れ る 第 ２ 継 手 部 材 と を 備 え 、
　 前 記 第 １ 継 手 部 材 と 前 記 第 ２ 継 手 部 材 を 上 下 方 向 に 連 結 す る こ と に よ り 前 記 上 柱 部 材 と
前 記 下 柱 部 材 を こ の 長 さ 方 向 に 連 結 す る 柱 継 手 構 造 で あ っ て 、
　 前 記 第 １ 継 手 部 材 と 前 記 第 ２ 継 手 部 材 を 締 結 す る ネ ジ 締 結 部 材 が 、 第 １ 継 手 部 材 及 び 第
２ 継 手 部 材 の 少 な く と も 一 方 に 形 成 さ れ た 凹 部 内 に 設 け ら れ る よ う に し た こ と を 特 徴 と す
る も の で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 こ の よ う な 本 発 明 の 柱 継 手 構 造 に よ れ ば 、 こ の 柱 継 手 構 造 の 周 部 が 建 物 の 部 屋 内 や 建 物
の 外 側 に 向 っ て 大 き く 張 り 出 す こ と を 防 止 す る と 共 に 、 上 下 柱 部 材 を そ れ ら の 長 さ 方 向 に
連 結 す る 強 度 が 互 い の 連 結 接 触 面 の 各 位 置 に よ っ て 不 均 一 と な る こ と を 防 止 す る こ と が で
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き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 、 図 面 に 基 づ い て 具 体 的 に 説 明 す る 。
　 図 １ な い し 図 ４ は 、 本 発 明 に よ る 柱 継 手 構 造 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に つ い て 説 明 す る た め
に 参 照 す る 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 １ に 示 す 本 実 施 の 形 態 に 係 る 柱 継 手 構 造 １ ０ ０ は 、 ま ず 、 角 筒 状 の 上 柱 部 材 ３ ２ の 下
端 面 に 最 上 面 を 接 触 さ せ て 、 溶 接 に よ り 一 体 的 に 接 合 さ れ た 第 １ 継 手 部 材 １ ０ １ が 設 け ら
れ て い る 。 そ し て 、 や は り 角 筒 状 の 下 柱 部 材 ３ ４ の 上 端 面 に 最 下 面 を 接 触 さ せ て 、 溶 接 に
よ り 一 体 的 に 接 合 さ れ た 第 ２ 継 手 部 材 １ ０ ２ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 第 １ 継 手 部 材 １ ０ １ は 、 水 平 方 向 の 外 形 寸 法 の 大 き さ が 前 記 上 柱 部 材 ３ ２ の 水 平 断 面 の
外 形 寸 法 と 同 じ 大 き さ の 上 板 部 １ ０ ４ と 下 板 部 １ ０ ６ を 有 し 、 こ れ ら の 間 に は 、 図 ２ に 示
す よ う に 、 水 平 断 面 中 央 部 の 角 柱 部 １ ０ ８ と 、 こ の 角 柱 部 １ ０ ８ の 各 面 中 央 部 か ら 上 下 板
部 １ ０ ４ 、 １ ０ ６ の 各 辺 中 央 部 に 伸 び る ４ 枚 の 補 強 板 １ １ ０ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ま た 第 １ 継 手 部 材 １ ０ １ に は 、 上 板 部 １ ０ ４ の 中 央 部 か ら 下 板 部 １ ０ ６ の 中 央 部 に か け
て 貫 通 し 、 角 柱 部 １ ０ ８ の 軸 線 部 を 通 る 角 孔 １ １ ２ が 形 成 さ れ て い る 。 そ し て 、 下 板 部 １
０ ６ に は 各 隅 部 に ３ 個 ず つ 、 計 １ ２ 個 の ボ ル ト 孔 １ １ ４ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 し た が っ て 、 第 １ 継 手 部 材 １ ０ １ に は 、 上 板 部 １ ０ ４ の 下 面 と 、 下 板 部 １ ０ ６ の 上 面 と
、 角 柱 部 １ ０ ８ の 周 面 と 、 補 強 板 １ １ ０ の 表 裏 面 と に よ り 囲 ま れ た 、 凹 部 １ １ ５ が 形 成 さ
れ て お り 、 こ の 凹 部 １ １ ５ 内 に ボ ル ト 孔 １ １ ４ が 形 成 さ れ て い る こ と に な る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 第 ２ 継 手 部 材 １ ０ ２ は 、 水 平 方 向 の 外 形 寸 法 の 大 き さ が 前 記 下 柱 部 材 ３ ４ の 水 平 断 面 の
外 形 寸 法 と 同 じ 大 き さ の 上 板 部 １ ２ ４ と 下 板 部 １ ２ ６ を 有 し 、 こ れ ら の 間 に は 、 図 ３ に 示
す よ う に 、 水 平 断 面 中 央 部 の 角 柱 部 １ ２ ８ と 、 こ の 角 柱 部 １ ２ ８ の 各 面 中 央 部 か ら 上 下 板
部 １ ２ ４ 、 １ ２ ６ の 各 辺 中 央 部 に 伸 び る ４ 枚 の 補 強 板 １ ３ ０ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ま た 第 ２ 継 手 部 材 １ ０ ２ に は 、 上 板 部 １ ２ ４ の 中 央 部 か ら 下 板 部 １ ２ ６ の 中 央 部 に か け
て 貫 通 し 、 角 柱 部 １ ２ ８ の 軸 線 部 を 通 る 角 孔 １ ３ ２ が 形 成 さ れ て い る 。 そ し て 、 上 板 部 １
２ ４ に は 各 隅 部 に ３ 個 ず つ 、 計 １ ２ 個 の ボ ル ト 孔 １ ３ ４ が 、 前 記 第 １ 継 手 部 材 １ ０ １ の ボ
ル ト 孔 １ １ ４ の 各 位 置 に 対 応 す る 位 置 に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 し た が っ て 、 第 ２ 継 手 部 材 １ ０ ２ に は 、 上 板 部 １ ２ ４ の 下 面 と 、 下 板 部 １ ２ ６ の 上 面 と
、 角 柱 部 １ ２ ８ の 周 面 と 、 補 強 板 １ ３ ０ の 表 裏 面 と に よ り 囲 ま れ た 、 凹 部 １ ３ ５ が 形 成 さ
れ て お り 、 こ の 凹 部 １ ３ ５ 内 に ボ ル ト 孔 １ ３ ４ が 形 成 さ れ て い る こ と に な る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ の よ う な 第 １ 継 手 部 材 １ ０ １ の 各 ボ ル ト 孔 １ １ ４ と 、 第 ２ 継 手 部 材 １ ０ ２ の 各 ボ ル ト
孔 １ ３ ４ に は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 ボ ル ト １ ３ ６ が 下 か ら 上 に 向 け て 挿 通 さ れ 、 こ の ボ ル
ト １ ３ ６ の 先 端 部 に ナ ッ ト １ ３ ８ が 締 結 さ れ る こ と に よ り 、 上 柱 部 材 ３ ２ と 下 柱 部 材 ３ ４
は そ の 長 さ 方 向 に 連 結 さ れ る よ う に な っ て い る 。
　 図 ４ は 、 図 １ に お け る 柱 継 手 構 造 １ ０ ０ の Ａ － Ａ 線 断 面 矢 視 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 こ の よ う な 柱 継 手 構 造 １ ０ ０ に よ れ ば 、 そ の 第 １ 継 手 部 材 １ ０ １ や 第 ２ 継 手 部 材 １ ０ ２
の 周 部 が 建 物 の 部 屋 内 や 建 物 の 外 側 に 向 っ て 大 き く 張 り 出 す こ と 防 止 す る と 共 に 、 上 下 柱
部 材 ３ ２ ， ３ ４ を 長 さ 方 向 に 連 結 す る 強 度 が 、 第 １ 継 手 部 材 １ ０ １ と 第 ２ 継 手 部 材 １ ０ ２
の 互 い の 連 結 接 触 面 の 各 位 置 に よ っ て 不 均 一 と な る こ と を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
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　 そ し て 、 各 ボ ル ト 孔 １ １ ４ 、 １ ３ ４ が 、 第 １ 継 手 部 材 １ ０ １ 及 び 第 ２ 継 手 部 材 １ ０ ２ の
軸 回 り 方 向 に 全 体 と し て ほ ぼ 均 等 に 配 置 さ れ る よ う に な っ て い る の で 、 上 下 柱 部 材 ３ ２ ，
３ ４ を 長 さ 方 向 に 連 結 す る 強 度 が 、 そ れ ら の 軸 回 り 方 向 の 各 位 置 に よ っ て 不 均 一 と な る こ
と を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 な お 、 上 記 実 施 の 形 態 に 係 る 柱 継 手 構 造 １ ０ ０ に お い て は 、 第 １ 継 手 部 材 １ ０ １ 及 び 第
２ 継 手 部 材 １ ０ ２ に 角 孔 １ １ ２ 及 び １ ３ ２ が 形 成 さ れ て い た が 、 こ れ ら の 角 孔 １ １ ２ 及 び
１ ３ ２ は 必 ず し も 設 け な く と も よ い 。 こ の よ う に 角 孔 １ １ ２ 、 １ ３ ２ を 設 け な い 場 合 は 、
第 １ 継 手 部 材 １ ０ １ 及 び 第 ２ 継 手 部 材 １ ０ ２ に よ る 、 上 柱 部 材 ３ ２ を 倒 す よ う な 水 平 方 向
の 成 分 を 有 す る 外 力 に 対 す る 強 度 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 ５ ， ６ は 、 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 に つ い て 説 明 す る た め に 参 照 す る 図 で あ る 。 こ
の 第 ２ の 実 施 の 形 態 は 、 前 記 第 １ の 実 施 の 形 態 に お け る 第 １ 継 手 部 材 １ ０ １ 及 び 第 ２ 継 手
部 材 １ ０ ２ の 代 わ り に 、 図 ５ に 示 す 第 １ 継 手 部 材 １ ４ １ 、 及 び 図 ６ に 示 す 第 ２ 継 手 部 材 １
４ ２ を 用 い た も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 前 記 第 １ 継 手 部 材 １ ０ １ 及 び 第 ２ 継 手 部 材 １ ０ ２ は 、 そ の 形 状 の 上 か ら 、 型 を 用 い て 鋳
造 又 は 鍛 造 に よ り 製 造 す る こ と が 望 ま し い が 、 こ の 第 ２ の 実 施 の 形 態 に お け る 第 １ 継 手 部
材 １ ４ １ 及 び 第 ２ 継 手 部 材 １ ４ ２ は 、 そ の 形 状 の 上 か ら 、 機 械 切 削 加 工 に よ っ て も 製 造 し
易 く す る こ と が で き る よ う に し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 す な わ ち 、 第 １ 継 手 部 材 １ ４ １ に お い て は 、 ４ つ の 補 強 板 １ １ ０ は 中 心 部 の 菱 形 柱 部 １
４ ８ と 円 弧 面 を 介 し て 連 続 す る よ う 形 成 さ れ て お り 、 第 ２ 継 手 部 材 １ ４ ２ に お い て も 、 ４
つ の 補 強 板 １ ３ ０ は 中 心 部 の 菱 形 柱 部 １ ５ ８ と 円 弧 面 を 介 し て 連 続 す る よ う 形 成 さ れ て い
る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 こ の よ う な 補 強 板 １ １ ０ と 菱 形 柱 部 １ ４ ８ に よ り 凹 部 １ ４ ５ の 奥 の 形 状 が 形 成 さ れ る こ
と に よ り 、 直 方 体 の 鉄 鋼 材 料 か ら フ ラ イ ス 盤 な ど の 機 械 加 工 機 の 回 転 刃 に よ り 切 削 加 工 す
る こ と が 可 能 と な っ て い る 。 ま た 、 補 強 板 １ ３ ０ と 菱 形 柱 部 １ ５ ８ に よ り 凹 部 １ ６ ５ の 奥
の 形 状 が 形 成 さ れ る こ と に よ り 、 前 記 鉄 鋼 材 料 か ら 機 械 加 工 機 の 回 転 刃 に よ り 切 削 加 工 す
る こ と が 可 能 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 図 ７ ～ ９ は 、 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 の 形 態 に つ い て 説 明 す る た め に 参 照 す る 図 で あ る 。 図
７ に 示 す 本 実 施 の 形 態 に 係 る 柱 継 手 構 造 ２ ０ ０ は 、 ま ず 、 角 筒 状 の 上 柱 部 材 ３ ２ の 下 端 面
に 最 上 面 を 接 触 さ せ て 、 溶 接 に よ り 一 体 的 に 接 合 さ れ た 継 手 部 材 ２ ０ １ が 設 け ら れ て い る
。 そ し て 、 や は り 角 筒 状 の 下 柱 部 材 ３ ４ の 上 端 面 に 下 面 を 接 触 さ せ て 、 溶 接 に よ り 一 体 的
に 接 合 さ れ た 継 手 板 部 材 ２ ０ ２ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 継 手 部 材 ２ ０ １ は 、 図 ２ に 示 す よ う な 、 前 記 第 １ の 実 施 の 形 態 に お け る 第 １ 継 手 部 材 １
０ １ と 全 く 同 様 の 構 成 を 有 す る も の で あ る の で 、 そ の 構 成 の 重 複 す る 説 明 は 省 略 す る も の
と す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 継 手 板 部 材 ２ ０ ２ は 、 図 ８ に 示 す よ う に 、 四 角 形 状 の 板 部 材 に よ り 構 成 さ れ 、 こ の 継 手
板 部 材 ２ ０ ２ に は 各 隅 部 に ３ 個 ず つ 、 計 １ ２ 個 の ネ ジ 孔 ２ ０ ４ が 、 前 記 継 手 部 材 ２ ０ １ の
ボ ル ト 孔 １ １ ４ （ 図 ２ 参 照 ） の 各 位 置 に 対 応 す る 位 置 に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 こ の た め 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 継 手 部 材 ２ ０ １ の ボ ル ト 孔 １ １ ４ に そ の 上 方 か ら ボ ル ト
２ ３ ６ を 挿 通 さ せ 、 そ の 先 端 ネ ジ 部 を 継 手 板 部 材 ２ ０ ２ の ネ ジ 孔 ２ ０ ４ に ネ ジ 締 結 さ せ る
こ と に よ り 、 上 柱 部 材 ３ ２ と 下 柱 部 材 ３ ４ は そ の 長 さ 方 向 に 連 結 さ れ る よ う に な っ て い る
。
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　 図 ９ は 、 図 ７ に お け る 柱 継 手 構 造 ２ ０ ０ の Ａ － Ａ 線 断 面 矢 視 図 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 図 １ ０ 、 １ １ は 、 本 発 明 の 第 ４ の 実 施 の 形 態 に つ い て 説 明 す る た め に 参 照 す る 図 で あ る
。 図 １ ０ に 示 す 本 実 施 の 形 態 に 係 る 柱 継 手 構 造 は 、 前 記 第 １ の 実 施 の 形 態 に 係 る 柱 継 手 構
造 １ ０ ０ と 全 く 同 様 の 構 成 を 有 す る も の で あ る の で 、 そ の 構 成 の 重 複 す る 説 明 は 省 略 す る
も の と す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 但 し こ の 第 ４ の 実 施 の 形 態 は 、 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 第 ２ 継 手 部 材 １ ０ ２ の 下 板 部 １ ２
６ の 下 面 に 中 間 板 部 材 ２ １ ２ の 上 面 を 接 触 さ せ て 、 溶 接 に よ り 一 体 的 に 接 合 す る と 共 に 、
さ ら に 、 こ の 中 間 板 部 材 ２ １ ２ の 下 面 に 、 上 柱 部 材 ３ ２ よ り 水 平 断 面 の 外 形 寸 法 が 大 き な
下 柱 部 材 ２ ３ ４ の 上 面 を 接 触 さ せ て 、 溶 接 に よ り 一 体 的 に 接 合 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 こ の よ う な 第 ４ の 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 水 平 断 面 の 外 形 寸 法 の 大 き さ が 異 な る 上 下 柱 部
材 間 を も 連 結 さ せ る こ と が で き る 。
　 図 １ １ は 、 図 １ ０ に お け る 柱 継 手 構 造 の Ａ － Ａ 線 断 面 矢 視 図 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 図 １ ２ ～ １ ４ は 、 本 発 明 の 第 ５ の 実 施 の 形 態 に つ い て 説 明 す る た め に 参 照 す る 図 で あ る
。 図 １ ２ に 示 す 本 実 施 の 形 態 に 係 る 柱 継 手 構 造 ３ ０ ０ の 、 第 １ 継 手 部 材 ３ ０ １ は 、 前 記 第
１ の 実 施 の 形 態 に お け る 第 １ 継 手 部 材 １ ０ １ と 全 く 同 様 の 構 成 を 有 す る も の で あ る の で 、
そ の 構 成 の 重 複 す る 説 明 は 省 略 す る も の と す る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 柱 継 手 構 造 ３ ０ ０ の 第 ２ 継 手 部 材 ３ ０ ２ は 、 図 １ ２ 、 １ ３ に 示 す よ う に 、 第 １ 継 手 部 材
３ ０ １ の 下 板 部 １ ０ ６ と 同 じ 大 き さ の 上 板 部 ３ ２ ４ と 、 上 柱 部 材 ３ ２ よ り 大 き な 水 平 断 面
の 外 形 寸 法 を 有 す る 下 柱 部 材 ２ ３ ４ の 外 形 寸 法 と 同 じ 大 き さ の 外 形 寸 法 の 下 板 部 ３ ２ ６ を
有 し 、 こ れ ら の 間 に 、 角 柱 部 ３ ２ ８ と 、 ４ 枚 の 補 強 板 ３ ３ ０ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 ま た 第 ２ 継 手 部 材 ３ ０ ２ の 上 板 部 ３ ２ ４ に は 、 そ の 中 央 部 か ら 下 板 部 ３ ２ ６ の 中 央 部 に
か け て 貫 通 し 、 角 柱 部 ３ ２ ８ の 軸 線 部 を 通 る 角 孔 ３ ３ ２ が 形 成 さ れ て い る と 共 に 、 各 隅 部
に ３ 個 ず つ 、 計 １ ２ 個 の ボ ル ト 孔 ３ ３ ４ が 、 前 記 第 １ 継 手 部 材 ３ ０ １ の ボ ル ト 孔 １ １ ４ （
図 ２ 参 照 ） の 各 位 置 に 対 応 す る 位 置 に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 し た が っ て 、 第 ２ 継 手 部 材 ３ ０ ２ に は 、 上 板 部 ３ ２ ４ の 下 面 と 、 下 板 部 ３ ２ ６ の 上 面 と
、 角 柱 部 ３ ２ ８ の 周 面 と 、 補 強 板 ３ ３ ０ の 表 裏 面 と に よ り 囲 ま れ た 、 凹 部 ３ ３ ５ が 形 成 さ
れ て お り 、 こ の 凹 部 ３ ３ ５ 内 に ボ ル ト 孔 ３ ３ ４ が 形 成 さ れ て い る こ と に な る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 こ の よ う な 第 １ 継 手 部 材 ３ ０ １ の 各 ボ ル ト 孔 １ １ ４ と 、 第 ２ 継 手 部 材 ３ ０ ２ の 各 ボ ル ト
孔 ３ ３ ４ に は 、 図 １ ２ に 示 す よ う に 、 ボ ル ト １ ３ ６ が 下 か ら 上 に 向 け て 挿 通 さ れ 、 こ の ボ
ル ト １ ３ ６ の 先 端 ネ ジ 部 に ナ ッ ト １ ３ ８ が 締 結 さ れ る こ と に よ り 、 上 柱 部 材 ３ ２ と 下 柱 部
材 ２ ３ ４ は そ の 長 さ 方 向 に 連 結 さ れ る よ う に な っ て い る 。
　 図 １ ４ は 、 図 １ ２ に お け る 柱 継 手 構 造 ３ ０ ０ の Ａ － Ａ 線 断 面 矢 視 図 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 な お 、 前 記 実 施 の 形 態 に お い て は 、 柱 部 材 に 角 筒 状 の も の を 用 い た 場 合 に つ い て 説 明 し
た が 、 Ｈ 型 鋼 等 の 他 の 異 な る 形 状 の 断 面 を 有 す る 柱 部 材 を 用 い た 場 合 に も 本 発 明 は 適 用 す
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 ま た 、 前 記 実 施 の 形 態 に お い て は 継 手 部 材 の 水 平 方 向 の 外 形 寸 法 が 、 そ の 継 手 部 材 が 設
け ら れ る 柱 部 材 の 水 平 断 面 の 外 形 寸 法 と 同 一 に 設 定 さ れ た 場 合 に つ い て 説 明 し た が 、 必 ず
し も ぴ っ た り 同 一 で あ る 必 要 は な い が 、 継 手 部 材 の 水 平 方 向 の 外 形 寸 法 は 、 柱 部 材 の 水 平
断 面 の 外 形 寸 法 と ほ ぼ 同 一 又 は こ れ よ り 小 さ い こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
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　 ま た 、 前 記 実 施 の 形 態 に お い て は 、 柱 継 手 構 造 に 梁 部 材 の 端 部 を 一 体 的 に 連 結 し な い 場
合 に つ い て 説 明 し た が 、 柱 継 手 構 造 が 部 屋 の 床 下 に 配 置 さ れ る 場 合 は 柱 継 手 構 造 に 梁 部 材
の 端 部 を 一 体 的 に 連 結 す る よ う に し て も よ い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ８ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に 係 る 柱 継 手 構 造 １ ０ ０ を 示 す 側 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ に お け る 第 １ 継 手 部 材 １ ０ １ を 示 す 図 で あ り 、 図 ２ （ ａ ） は そ の 平 面 図 、 図
２ （ ｂ ） は そ の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ に お け る 第 １ 継 手 部 材 １ ０ ２ を 示 す 図 で あ り 、 図 ３ （ ａ ） は そ の 平 面 図 、 図
３ （ ｂ ） は そ の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 １ に お け る 柱 継 手 構 造 １ ０ ０ の Ａ － Ａ 線 断 面 矢 視 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 に 係 る 柱 継 手 構 造 の 第 １ 継 手 部 材 １ ４ １ を 示 す 図 で あ
り 、 図 ５ （ ａ ） は そ の 平 面 図 、 図 ５ （ ｂ ） は そ の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 に 係 る 柱 継 手 構 造 の 第 ２ 継 手 部 材 １ ４ ２ を 示 す 図 で あ
り 、 図 ６ （ ａ ） は そ の 平 面 図 、 図 ６ （ ｂ ） は そ の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 の 形 態 に 係 る 柱 継 手 構 造 ２ ０ ０ を 示 す 側 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 図 ７ に お け る 継 手 板 部 材 ２ ０ ２ を 示 す 図 で あ り 、 図 ８ （ ａ ） は そ の 平 面 図 、 図 ８
（ ｂ ） は そ の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 図 ７ に お け る 柱 継 手 構 造 ２ ０ ０ の Ａ － Ａ 線 断 面 矢 視 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 本 発 明 の 第 ４ の 実 施 の 形 態 に 係 る 柱 継 手 構 造 を 示 す 側 面 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 図 １ ０ に お け る 柱 継 手 構 造 の Ａ － Ａ 線 断 面 矢 視 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 本 発 明 の 第 ５ の 実 施 の 形 態 に 係 る 柱 継 手 構 造 ３ ０ ０ を 示 す 側 面 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 図 １ ２ に お け る 第 ２ 継 手 部 材 ３ ０ ２ を 示 す 図 で あ り 、 図 １ ３ （ ａ ） は そ の 平 面
図 、 図 １ ３ （ ｂ ） は そ の 側 面 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 図 １ ２ に お け る 柱 継 手 構 造 ３ ０ ０ の Ａ － Ａ 線 断 面 矢 視 図 で あ る 。
【 図 １ ５ 】 従 来 の 柱 継 手 構 造 ３ ０ を 示 す 側 面 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ６ 】 図 １ ５ に お け る 柱 継 手 構 造 ３ ０ の Ａ － Ａ 線 断 面 矢 視 図 で あ る 。
【 図 １ ７ 】 他 の 従 来 の 柱 継 手 構 造 ８ ０ を 示 す 側 面 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ８ 】 図 １ ７ に お け る 柱 継 手 構 造 ８ ０ の Ａ － Ａ 線 断 面 矢 視 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 ３ ０ 　 柱 継 手 構 造
　 ３ ２ 　 上 柱 部 材
　 ３ ４ 　 下 柱 部 材
　 ３ ６ 　 梁 部 材
　 ４ ０ 　 柱 継 手 板 部 材
　 ４ ２ 　 柱 継 手 環 状 部 材
　 ４ ２ ｂ 　 内 周 部
　 ４ ４ 　 ボ ル ト
　 ４ ６ 　 ナ ッ ト
　 ８ ０ 　 柱 継 手 構 造
　 ９ ０ 　 柱 継 手 板 部 材
　 ９ ２ 　 柱 継 手 環 状 部 材
　 １ ０ ０ 　 柱 継 手 構 造
　 １ ０ １ 　 第 １ 継 手 部 材
　 １ ０ ２ 　 第 ２ 継 手 部 材
　 １ ０ ４ 　 上 板 部
　 １ ０ ６ 　 下 板 部
　 １ ０ ８ 　 角 柱 部
　 １ １ ０ 　 補 強 板
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　 １ １ ４ 　 ボ ル ト 孔
　 １ １ ５ 　 凹 部
　 １ ２ ４ 　 上 板 部
　 １ ２ ６ 　 下 板 部
　 １ ２ ８ 　 角 柱 部
　 １ ３ ０ 　 補 強 板
　 １ ３ ４ 　 ボ ル ト 孔
　 １ ３ ５ 　 凹 部
　 １ ４ １ 　 第 １ 継 手 部 材
　 １ ４ ２ 　 第 ２ 継 手 部 材
　 １ ４ ５ 　 凹 部
　 １ ４ ８ 　 菱 形 柱 部
　 １ ５ ８ 　 菱 形 柱 部
　 １ ６ ５ 　 凹 部
　 ２ ０ ０ 　 柱 継 手 構 造
　 ２ ０ １ 　 継 手 部 材
　 ２ ０ ２ 　 継 手 板 部 材
　 ２ ０ ４ 　 ネ ジ 孔
　 ２ １ ２ 　 中 間 板 部 材
　 ２ ３ ４ 　 下 柱 部 材
　 ２ ３ ６ 　 ボ ル ト
　 ３ ０ ０ 　 柱 継 手 構 造
　 ３ ０ １ 　 第 １ 継 手 部 材
　 ３ ０ ２ 　 第 ２ 継 手 部 材
　 ３ ２ ４ 　 上 板 部
　 ３ ２ ６ 　 下 板 部
　 ３ ２ ８ 　 角 柱 部
　 ３ ３ ０ 　 補 強 板
　 ３ ３ ２ 　 角 孔
　 ３ ３ ４ 　 ボ ル ト 孔
　 ３ ３ ５ 　 凹 部
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】
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【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】
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【 図 １ ７ 】 【 図 １ ８ 】
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